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土づくり

POINT!

ホクレン｜肥料農薬部｜技術普及課

良い土の条件とは？～土づくりを、かけ声から具体的な技術へ

良
い
土
は
、
堆
肥
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
土
？

　

皆
さ
ん
は
「
良
い
土
」
と
聞
く
と
ど
の

よ
う
な
土
を
想
像
す
る
で
し
ょ
う
か
。「
堆

肥
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
土
」
「
ミ
ミ
ズ
が
多

く
い
る
土
」
と
答
え
る
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
土
は
生
産
性
が

高
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、一方
で
「
堆
肥

が
入
っ
て
い
な
い
土
」
が
生
産
性
の
低
い
悪

い
土
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
な

い
、
生
産
性
の
高
い
「
良
い
土
」
と
は
ど

ん
な
土
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
具
体
的
な
目

安
を
紹
介
し
ま
す
﹇
表
1
﹈。

品種・技術 ここがポイント！

soil management

作物にとって「良い土」は、「作物
の生育を阻害しない土」です。
「土づくり」とは、作物の生育を阻
害する要因を取り除くことです。

［表 1］具体的な「良い土」の条件

［表 2］土の硬さ（ち密度）の区分 ［図 1］土壌断面の例
親指突き立て法で硬さを調べる 土でコヨリを作ると土の粒の大きさがわかる

土の物理性に
関する条件

 ①硬さと
　 厚み

●厚み＝表層土：20～ 30cm、有効土層：50cm以上
●硬さ＝表層土：スコップで楽に掘れる程度
　　　  下層土：断面に親指の第一関節まで入る程度

 ②水分保持
と排水

●水持ち＝土でコヨリを作ると、鉛筆からマッチ棒くらいの
太さと長さ（中粒質の土）（写真）

●排水＝鉄サビ色の模様（斑紋）や、青白色の土層
　　　  （グライ層）等が断面に見られない

土の化学性に
関する条件

 ③酸性度 ● pH5.5～ 6.5 程度（表 3を参照）
 ④養分状態 ●「北海道施肥ガイド」の土壌診断基準値内

※松中照夫著「土は土である」（農文協）より一部改変

※「土は土である」より

硬さの区分 硬度計の値（mm）親指を突き立てたときの様子
極めて軟らかい 10mm以下 ほとんど抵抗なく指が入っていく
軟らかい 11～ 18mm やや抵抗があるが、指は入っていく
中程度 19～ 24mm 第一関節くらい指が入る～へこむ程度
硬い 25～ 28mm 指あとはつくが、指が入っていかない
極めて硬い 29mm以上 指あともつかない

表層土
（作土）

有効土層
根が広がっ
ていくことの
できる土層下層土

（心土）

硬くて楽に
掘れない

岩盤のように
硬い土層

（     ）
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旬の技術情報や品種に関する情報

良
い
土
の
条
件
〜
化
学
性

３
．
土
の
酸
性
度
（

 
     

）

　

土
壌
の
酸
性
度
は
、
土
壌
中
の
養
分

や
有
害
物
質
の
作
物
へ
の
吸
収
さ
れ
や
す

さ
、
微
生
物
の
働
き
等
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
土
壌
は
雨
や
施
肥
の
影
響
に
よ
り
徐
々

に
酸
性
化
が
進
み
ま
す
。
土
壌
分
析
を
実

施
し
て
炭
カ
ル
等
の
石
灰
質
肥
料
を
施
用

し
、
適
切
な  

に
改
良
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
﹇
表
3
﹈。

［表3］土壌pHの基準値
（北海道施肥ガイド2015より）

※てんさい「そう根病」、ばれいしょ「そうか病」の常
発地では 5.5

良
い
土
の
条
件
〜
物
理
性

１
．
硬
さ
と
厚
み

　

作
物
の
生
育
に
は
、
根
を
支
え
る
た
め

の
適
度
な
硬
さ
と
厚
み
が
必
要
で
す
。
そ

れ
を
確
か
め
る
に
は
、
実
際
に
ス
コ
ッ
プ
で

掘
っ
て
確
か
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
深
さ

約
１ｍ
の
土
壌
断
面
を
作
り
、表
層
土
（
作

土
）
と
下
層
土
（
心
土
）
の
硬
さ
と
厚
み

を
調
べ
ま
す
﹇
図
1
・
表
2
﹈。

2
．
水
分
の
保
持
と
排
水

　
一見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
な
「
排
水
が
良

く
、
水
持
ち
も
良
い
土
」
を
満
た
す
土
の

カ
ギ
は
、
土
の
粒
と
粒
の
隙
間
の
大
き
さ

に
あ
り
ま
す
。
排
水
に
関
わ
る
大
き
な
隙

間
と
、
水
持
ち
に
関
わ
る
小
さ
な
隙
間
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
持
つ
土
（
中
粒
質
の
土
）
は
、

適
度
な
排
水
性
と
水
持
ち
を
合
わ
せ
持
っ

て
い
ま
す
﹇
図
２
﹈。
土
壌
断
面
の
観
察
や
、

土
で
コ
ヨ
リ
を
作
る
こ
と
で
、
土
の
排
水
性

と
水
持
ち
を
調
べ
ま
す
。

良
い
土
を
目
指
す
た
め
の
土
づ

く
り

　

土
が
高
い
生
産
力
を
持
つ
に
は
、
４
つ

の
条
件
全
て
を
満
た
す
こ
と
が
理
想
で
す
。

自
分
の
圃
場
を
良
い
土
の
条
件
に
照
ら
し

合
わ
せ
、
生
育
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
が

あ
れ
ば
、
優
先
順
位
の
高
い
も
の
か
ら
改

善
す
る
こ
と
が
、
良
い
土
を
目
指
す
た
め

の
土
づ
く
り
と
言
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
圃
場
の
物
理
性
は
土
本
来
の

性
質
に
由
来
し
て
い
ま
す
の
で
、
改
善
に
は

有
機
物
の
継
続
施
用
や
排
水
対
策
な
ど
大

き
な
労
力
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
一
方
、

化
学
性
の
改
善
は
土
壌
分
析
を
踏
ま
え
た

酸
性
改
良
や
施
肥
改
善
に
よ
り
比
較
的
早

く
効
果
が
表
れ
ま
す
。
良
い
土
を
作
る
第一

歩
と
し
て
土
壌
分
析
を
行
い
、
並
行
し
て

物
理
性
の
改
善
に
長
期
的
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　
「
土
づ
く
り
＝
堆
肥
」
と
考
え
が
ち
で

す
が
、
堆
肥
を
与
え
る
だ
け
で
良
い
土
の

条
件
全
て
を
達
成
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
．
土
の
養
分

　

土
壌
中
の
適
度
な
養
分
量
は
作
物
・
養

分
ご
と
に
基
準
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
施

肥
ガ
イ
ド
に
「
土
壌
診
断
基
準
値
」
と
し

て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
の
養

分
量
（
土
壌
分
析
結
果
）
に
応
じ
て
施
肥

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。（「
北
海
道
施
肥

ガ
イ
ド
2
0
1
5
」
で
関
連
情
報
を
検
索

で
き
ま
す
）

区分 基準値

水田 5.5～ 6.0

畑地（※） 5.5～ 6.5

野菜畑 6.0～ 6.5

草地（造成・更新） 6.0～ 6.5

草地（維持管理） 5.5～ 6.5

土の粒がくっついて
できる小粒団

小粒団がまとまって
できた団粒

細かいすき間
（水持ちに関わる）

粗いすき間
（排水に関わる）

［図 2］土壌団粒の構造

pH

pH
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